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いよいよ活動の時期。その皮切りとば治問フ 、このほど、

ゲートボール3級審判員の実技指導が行われました。会場

には、お年寄りを含むおよそ70名が集まり、暖かな巴差し

の中で、元気はつらつ受講されていました。

さあ、あなたも背伸びをし、ちぢこまっていた手足を思

いっきり動かしてみてはいかがですか。
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川 1川ふ持制お

-3月定例議会から一

三
月
五
日
か
ら
九
百
ま
で
の
五
日
間
に
わ
た
っ
て
間
開
催
さ
れ
た

三
月
定
例
議
会
で
、
村
長
か
ら
新
年
度
の
村
政
ス
タ
ー
ト
に
あ
た

る
所
信
表
明
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

経
済
成
長
率
低
下
の
も
と
で
、
行
政
改
革
、
財
政
再
建
の
緊
縮

抑
制
型
予
算
が
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
主
体
性
あ
る
村

作
り
を
揚
進
し
、
収
支
の
均
衡
が
と
れ
た
健
全
財
政
を
確
保
す
る

た
め
に
、
本
年
度
の
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
は

。
事
務
事
業
の
見
直
し
と
そ
の
整
理
合
理
化

。
定
員
・
給
与
の
適
正
化
。

。
行
政
の
範
囲
と
限
界

。
受
益
負
担
の
適
正
化

。
消
費
的
経
費
の
節
減

。
補
加
事
業
の
選
択
的
導
入

。
地
方
債
の
慎
重
か
つ
効
率
的
な
活
用

こ
れ
ら
七
項
目
を
十
分
陀
配
慮
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

， 984.4川II1II11111111111111 

村
振
興
計
画
の
策
定

県
の
空
港
基
本
計
画
矛
び
周
辺
撃
備

計
画
、
さ
ら
に
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
計
画
へ

の
参
加
を
含
め
、
長
期
的
展
望
に
た
ち

村
の
発
展
課
程
と
未
来
像
を
的
確
に
把

握
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

よ
り
豊
か
で
住
み
良
い
活
力
に
満
ち

た
村
作
り
の
た
め
、
積
極
的
か
つ
具
体

的
な
政
策
構
想
を
策
定
す
る
考
え
で

す。

土
地
の
利
用
調
整
と
用
地
取
得

福
島
空
港
建
設
に
伴
な
い
、
本
村
の

「
道
路
・
河
川
・
集
落
・
農
用
地
・
山

林
等
」
の
土
地
利
用
の
現
状
を
再
検
討

し
、
公
園
・
住
宅
・
工
場
・
市
街
地
等

の
用
地
を
確
保
し
、
そ
の
利
用
区
分
を

明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
秩
序
あ
る

土
地
の
利
用
調
整
を
図
る
考
え
で
す
。

ま
た
、
適
当
な
立
地
条
件
を
備
え
た

場
所
に
工
場
用
地
及
び
住
宅
用
地
を
取

得
し
、
企
業
誘
致
の
た
め
の
受
皿
作
り

に
力
が
入
れ
ら
れ
ま
す
。

幼
児
教
育
の
充
実
と

ス
ポ
ー
ツ
振
興

須
釜
幼
稚
園
で
は
四
、
五
歳
党
全
員

が
入
国
の
傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
本

年
度
は
二
保
育
室
を
増
築
す
る
計
画
で

す。
ま
た
、
村
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
全
天
候

型
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
四
面
が
整
備
計
画
さ

れ
て
お
り
、
体
育
施
設
の
充
実
強
化
が

図
ら
れ
ま
す
。

道
路
の
改
良
と
整
備
の
促
進

住
民
生
活
と
産
業
発
展
の
た
め
、
今

年
度
も
道
路
の
改
良
整
備
を
重
点
施
策

と
し
、
地
域
配
分
を
考
慮
し
た
生
活
道

路
を
優
先
に
建
設
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

農
業
振
興
の
た
め
の
諸
施
策

-
国
営
母
畑
事
業
の
人
工
区
、
十
工
区

換
地
計
画
及
び
測
量
の
実
施

・
阿
武
隈
中
部
開
発
第
二
地
弘
の
継
続

・
北
須
釜
、
山
小
屋
地
区
の
団
体
営
土

地
改
良
事
業
及
び
農
道
整
備
事
業
の
促

進・
主
要
穀
物
生
産
振
興
対
策
事
業
、
野

菜
集
団
産
地
育
成
事
業
及
び
航
空
防
除

事
業
の
実
施

こ
れ
ら
農
業
生
産
基
盤
整
備
等
を
推

進
し
、
高
能
率
、
高
生
産
の
営
農
体
系

の
確
立
に
力
が
注
が
れ
ま
す
。

住
民
福
祉
の
向
上

住
民
の
健
康
と
安
全
を
守
り
、
快
適

な
生
活
環
境
の
保
全
守
事
業
の
効
果
的

運
営
と
サ
ー
ビ
ス
の
徹
底
に
努
め
ま

す。
そ
の
中
に
は
石
川
地
方
生
活
環
境
施

設
組
合
に
、
一
日
十
六
時
間
稼
働
、
六

O
J
の
能
力
を
有
す
る
焼
却
施
設
の
整

備
や
広
域
消
防
組
合
に
伝
染
病
隔
離
病

舎
の
設
置
運
営
が
さ
れ
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
高
額
底
~
療
費
の
個
人
負

担
分
の
貸
付
事
業
、
母
子
家
庭
医
療
費

助
成
事
業
等
を
実
施
す
る
計
画
で
す
。

訟
ず
円
人
計

歳
入
を
み
て
み
ま

〆
仏
政
ト
ぃ
、
す
と
、
相
変
ら
ず
大

き
な
財
源
力
と
な
っ
て
い
る
の
が
地
方

交
付
税
で
、
全
体
の
四
十
七
%
を
占
め

る
六
億
五
千
万
円
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
国
、
県
の
依
存
度
が
高
い
こ

と
が
伺
わ
れ
ま
す
。

次
い
で
歳
入
の
大
き
な
柱
と
な
っ
て

い
る
の
が
村
税
で
十
八
・
五
%
を
占
め

て
お
り
、
二
億
五
千
五
百
万
円
が
計
上

さ
れ
て
い
ま
す
。
村
税
の
中
身
を
み
て

み
ま
す
と
、
村
民
税
は
八
千
二
百
万
円

ほ
ど
見
込
ま
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
私
た

ち
が
負
担
す
る
税
金
と
し
て
み
て
み
ま

す
と
、
一
人
当
り
お
よ
そ
一
万
九
千
八

十
六
円
、
一
世
帯
あ
た
り
で
は
五
万
三

千
円
に
な
り
ま
す
。
そ
の
ほ
か
県
支
出

金
、
国
庫
支
出
金
、
村
債
の
順
に
な
っ

て
い
ま
す
。軍

内
容
を
み
て
み
ま

す
と
、
農
林
水
産
業

費
が
断
然
ト
ッ
プ
で
二
億
六
千
二
百
万

円
で
全
体
の
十
九
・
O
%
。
農
業
振
興

を
図
る
た
め
の
基
盤
整
備
を
は
じ
め
、

農
業
生
産
者
に
対
す
る
補
助
事
業
な
ど

が
主
な
推
進
事
業
と
な
っ
て
い
ま
す
。

次
い
で
役
場
等
の
管
理
維
持
の
た
め
の

総
務
費
、
充
実
し
た
施
設
環
境
と
豊
か

な
人
間
性
を
は
ぐ
く
む
た
め
の
教
育

費
、
道
路
の
改
良
整
備
を
は
じ
め
と
す

る
生
活
基
盤
の
拡
充
の
た
め
の
土
木
費

な
ど
が
主
な
項
目
と
な
っ
て
い
ま
す
。

以
下
、
公
債
費
、
民
生
費
、
衛
生
費
、

消
防
饗
の
頗
に
な
っ
て
い
ま
す
。



三
丹
定
例
議
会
が
三
月
五
日
か
ら
三

月
九
百
ま
で
の
五
日
間
に
わ
た
っ
て
関

か
れ
、
新
年
震
の
一
般
会
計
予
算
が
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

予
算
は
村
守
つ
く
り
の
た
め
の
青
写
真

で
あ
り
、
豊
か
な
暮
ら
し
へ
の
道
し
る

べ
で
す
。
今
年
度
の
一
般
会
計
予
算
は

十
三
億
八
千
百
六

O
万
円
、
前
年
度
対

比
で
九
・
七
Mmの
減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。

乙
れ
は
村
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
付
帯
工

事
や
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
の
完
成
等

に
よ
る
も
の
で
す
。

そ
乙
で
本
年
度
の
予
算
が
ど
の
よ
う

に
使
わ
れ
る
の
か
、
予
算
の
あ
ら
ま
し

を
み
な
さ
ん
に
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

円。nu 

(単位:千円)

-固定資産税

126，671千円 (49.6幼

村税の内訳

ο人当りに使われる予算〉

昭和59年 1月1日現在 7，531人

6.240 

23.734 

14.949 

9，572 

562 

510 

24.995 

18，277 

13，928 

6，957 

全部で 183，467円が使

405ぢ

費

費

費

災害筏!日費

費

予備費〈その他

費

費

費

費

務

メb、
:z:;;-

工

債

生

生

防

木土

公

民

衛

7高

議

商

20 。。

-村民税

82，202千円 (32.2幼

40 

-電気税

19，800千円 (7.8形)

経

20 

-市町村たばこ消費税

2.1，000千円 (8.2%)

-軽自動車税

5，501千円

.特別土地保有税

33千円

@木材51取税

l千円

60 
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昭
和
五
十
九
年
度

国
保
特
別
会
計
予
算

は
医
療
費
の
効
率
化
、

適
正
化
を
重
点
目
標

に
国
保
事
業
の
内
滑

な
運
営
を
図
っ
て
ゆ

く
考
え
で
す
。
そ
の
た

め
給
付
事
務
の
電
算

処
理
を
は
じ
め
、
医

療
費
通
知
の
実
施
、

被
保
験
者
の
健
康
増

進
を
主
眼
と
し
た
疾

病
の
早
期
発
見
、
早

期
治
療
に
力
を
入
れ

疾
病
予
防
の
趣
旨
普

及
の
た
め
健
康
優
良

家
庭
表
彰
な
ど
も
あ

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

乙
の
よ
う
な
乙
と
か

ら
国
保
の
新
年
度
予

算
は
、
四
億
二
千

百
十
九
万
円
で
、
前

年
度
と
比
べ
て
三
、
八

Mm
の
増
額
予
算
に
な

っ
て
い
ま
す
。

予備費 8，675 (2.1 ) 

基金積立金 2.950 (0.7) 

共同事業拠出金 2，554(0.6) 

保健施設費 l必9(0.4) 

諸支出金 263 

公債費 87 

2.932 (0.7) 

2，250 (0.5) 

315 (0.1) 

263 

財産収入

共同事業交付金

諸収入

県支出 金

使用料及び手数料

繰越金

広域簡易水道事業
前年度対比7.9%の伸び

老人保健特別会計予算

1億8千51万円
入 (単位:千円)

(単位:千円)

予 備費

500 

企業債償還金

2，882 

建設改良費

16，786 

企業債等。

歳

歳‘

5.0 

100.0 

70. 1 

36，001 19.9 

5.0 

180，510 

126，500 

6 

9，001 

9，001 

出
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こ
れ
か
ら
の
私
た
ち
の
村
づ
く
り
を
任
せ
る
議
員

を
選
ぶ
「
玉
川
村
議
会
議
員
一
般
選
挙
」
が
三
月
二

十
七
日
に
執
行
さ
れ
ま
し
た
。

開
票
事
務
は
午
後
七
時
か
ら
村
体
育
館
で
行
わ

れ
、
大
勢
の
参
観
人
が
晃
守
る
な
か
で
進
め
ら
れ
ま

し
た
。
今
回
の
投
票
率
は
平
均
で
九
十
六
・
一
一
%

と
前
回
よ
り
も

0
・-
一
八
%
伸
び
、
身
近
な
選
挙
だ

け
に
関
心
の
高
さ
が
伺
わ
れ
ま
し
た
。

開
票
の
結
果
、
現
、
元
職
十
一
名
、
新
人
五
名
の

議
員
が
誕
生
い
た
し
ま
し
た
。
選
挙
の
結
果
内
容
を

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
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各投票区ごとの投票率候補者別得票数

有 権 者 数 投 壱万百て 者 数 投 コE守Eて qせ~

(投票区名〉
男 女 計 男 女 言十 男 女 計

人 人 人 人 人 人 % ラ6 % 
]11 辺 359 399 758 352 388 740 98.05 97.24 97.63 

局 748 783 1，531 708 744 1，452 94.65 95.02 94.84 

一

右EムS 法 寺 169 177 346 162 175 337 95.86 98.87 97.40 

一ー一一一一

竜 崎 274 284 558 264 281 545 96.35 98.94 97.67 

一 一 一

須 釜 536 576 1，112 511 561 1，072 95.34 97.40 96.40 

一 一 一 一

τ口と 155 161 316 147 151 298 94.84 93.79 94.30 

一 一 一 一 一

山 屋 148 159 307 143 153 296 96.62 96.23 96.42 

一

四 辻 ]59 151 310 151 143 294 94.97 94.70 94.84 

計 2，548 2，690 5，238 2，438 2，596 5，034 95.68 96..51 96.11 

365票569

291票478

276票430

229粟

200票

170票

241票428

255票571

317票521

248票

243票

237票

315票

302票

278票

319票

526票
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四
月
は
進
学
、
就
職
と
人
生
の

う
え
で
も
ス
タ
ー
ト
地
京

K
U~k
v

る
一月

で

す

。

の

そ
こ
で
今
月
は
、
夢
色
希
望
FV

V
ん

燃
え
で
新
し
い
世
界
へ
第
一
人歩

t

を
ー
)

踏
み
だ
す
方
た
ち
に
、
抱
負
な
ざ
一

を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
1

じ

た

。

~

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
内
容
は
次
一の

)

と

お

り

で

す

。

一

①

一

年

生

の

実

感

は

~

②
こ
れ
か
ら
し
て
み
た
い
こ
と
一

③
将
来
は
何
に
な
り
た
い
で
す
宇

か
。
ハ
ど
ん
な
社
会
人
を
目
指

ι

し

ま

す

か

〉

一

④
メ

a
f

タ
i
ト
に
あ
た
っ
て
何
か
心

ι

一に
一決
め
た
こ
と
が
あ
失り

ま

す

(

4μ 

⑤
.
と
ん
な

H

玉
川
村
N

に
し
た
い

と
思
い
ま
す
が

山山山11111111111凶 ， 984.4 川 l川

生年1 校
品ム
守圃、、，a--a ，，

 生年1 校
詰ム
守よ中

①
中
学
校
へ
行
っ
た
ら
勉
強
と
部
活
動
の
凡
立
が
む
ず
か
し
い
か

も
し
れ
な
い
が
と
に
か
く
頑
張
り
た
い
。

@
野
球
を
思
い
つ
き
り
や
り
た
い
。

③
自
分
の
庖
(
雑
貨
な
ど
を
扱
う
〉
一-
を
持
ち
、
商
売
人
に
な
り
た

、。

④
兄
ち
ゃ
ん
よ
り
も
勉
強
し
て
い
い
成
績
で
い
た
い
こ
と
と
、
部

活
動
で
は
早
く
選
手
に
な
れ
る
よ
う
一
生
懸
命
練
習
す
る
こ
と

⑤
今
の
ま
ま
で
い
い
と
思
う
。

①
ち
ょ
っ
と
不
安
が
あ
り
ま
す
。

②
生
徒
会
に
輿
味
が
あ
る
の
で
や
っ
て
み
た
い
。
ハ
ま
ず
一
年
生
で

は
無
利
だ
け
ど
)
部
活
で
は
剣
道
を
や
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま

す。

③
理
容
師
を
や
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
〈
で
き
れ
ば
自
分
の
お
庖

を
も
ち
た
い
〉

④
小
学
校
で
出
来
な
か
っ
た
こ
と
に
力
を
入
れ
た
い
。

き
あ
い
を
広
め
た
い
〉

⑤
こ
れ
と
い
っ
て
特
別
に
な
い
で
す
ね
。

(
友
達
づ くん原 友 和‘、

---E
・a'，
， 林美幸ちゃん‘、・・・・・1

・
，，
 

〈安春さんの 2男〉

①
う
れ
し
い
。

②
い
っ
ぱ
い
遊
ん
で
、
い
っ
ぱ
い
勉
強
し
た
い
。

③
幼
稚
園
は
男
の
先
生
が
い
な
い
か
ら
小
学
校
の
先
生
に
な
り
た

、。、
L
V

④
朝
、
テ
レ
ビ
を
見
た
り
し
て
遅
く
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
の
で
、

(
幼
稚
園
で
〉
遅
刻
を
し
な
い
で
学
校
に
行
き
ま
す
。

⑤
火
事
が
あ
っ
て
も
す
ぐ
消
え
る
よ
う
に
消
防
署
が
あ
っ
た
ら
い

、。、U

釜須

〈安治さんの長女〉

玉 川 第 一 小

①
単
く
学
校
に
行
き
た
い
。

②
勉
強
も
頑
張
っ
て
、
お
友
達
と
も
仲
良
く
し
た
い
。

③
か
わ
い
く
て
、
き
れ
い
な
靴
を
売
る
靴
屋
さ
ん
か
、
ピ
ア
ノ
の

先
生
に
な
り
た
い
。

④
お
母
さ
ん
の
お
手
伝
い
を
す
る
こ
と
。

⑤
楽
し
く
遊
べ
る
遊
園
地
が
あ
れ
ば
い
い
。

くん

〈正孝さんの 4男〉

国正国井さん

〈晴雄さんの長女〉

カ日友山石

中釜須中泉
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年1 校同 1生年1 人ム、
':z:i: 社 生

①
社
会
人
の
仲
間
入
り
と
い
う
こ
と
で
大
変
だ
と
思
う
。

が
許
き
れ
な
い
と
い
う
点
〉

②
旅
行
す
る
こ
と
と
何
か
ス
ポ
ー
ツ

M

に
挑
戦
し
て
み
た
い
。

③
人
間
関
係
を
大
事
に
し
て
ゆ
き
た
い
。

③
早
く
仕
事
を
覚
え
て
、
毎
日
の
生
活
を
余
裕
あ
る
も
の
に
し
た

、o
su 

⑤
ほ
か
〈
他
市
町
村
)
の
と
こ
ろ
に
較
べ
て
、

い
か
ら
誇
れ
る
も
の
を
も
っ
て
ほ
し
い
。

こ
れ
と
言
え
る
も
の
〉

一
つ
だ
け
で
も
い

(
玉
川
村
だ
っ
た
ら

①
今
ま
で
は
先
生
や
友
達
な
ん
か
の
助
け
が
あ
っ
て
や
っ
て
き
た

け
れ
ど
、
こ
れ
か
ら
は
失
敗
す
れ
ば
自
分
の
責
任
に
な
る
の
で

そ
れ
だ
け
に
大
変
で
す
。

②
趣
味
と
し
て
の
書
道
と
壊
が
で
き
た
ら
旅
行
な
ん
か
も
楽
し
み

で
す
。

。
自
分
に
与
え
ら
れ
た
仕
事
は
、
嫌
な
顔
を
し
な
い
で
や
れ
る
よ

う
に
し
た
い
。

④
今
ま
で
は
親
の
ス
ネ
を
か
じ
っ
て
い
て
負
担
を
か
け
て
い
た
の

で
、
そ
の
意
味
で
少
し
ず
つ
で
も
い
い
か
ら
恩
を
返
し
て
ゆ
き

た
い
と
思
う
。

⑤
農
業
を
し
て
い
る
人
た
ち
が
冬
場
で
も
安
定
し
た
収
入
が
得
ら

れ
る
よ
う
な
対
策
を
た
て
て
ほ
し
い
。

(
失
敗 んく

(源一郎さんの 2男〉

学 法 石 川 高

①
う
，れ
し
さ
と
雨
時
に
こ
れ
か
ら
に
対
し
て
不
安
も
あ
る
。
進
路

も
自
分
で
決
め
た
か
ら
。

⑦
一
野
球
部
に
入
っ
て
で
き
れ
ば
甲
子
園
ま
で
ゆ
き
た
い
と
思
う
。

③
公
務
員
か
学
校
の
先
生

@
野
球
を
や
り
た
く
て
選
一ん
だ
か
ら
、
何
が
あ
っ
て
も
野
球
は
続

け
る
つ
も
り
。

⑤
空
港
な
ど
に
よ
っ
て
発
展
し
て
ゆ
く
の
は
よ
い
が
、
自
然
を
残

L
，て
ほ
し
い
と
思
う
。

隆吹矢さん

〉

高
女

子

長

女

の
川

ん

賀

さ

漬
功

一立

(

県

iuオ
リ
エ
ン
一
ア
i
シ
ー
ン
で
行
っ
て
感
じ
た
こ
と
で
す
が
、
中
学

校
と
ち
が
っ
て
校
則
な
ん
か
が
厳
し
い
。
受
験
勉
強
が
終

っ
て

今
は
ほ
っ
と
し
て
い
ま
す
。

②
一
生
懸
命
勉
強
し
一た
い
。
〉
特
に
英
語
に
力
を
入
れ
た
い
)

③
で
き
れ
ば
国
家
公
務
員
-に
な
り
た
い
。

④
毎
日
勉
強
を
コ
ツ
コ
ツ
す
石
一こ
と
か
な
。

⑤
も
う
少
し
村
全
体
が
明
る
く
、
き
わ
や
か
さ
が
ほ
し
い
。

子針 敦‘、
・12
4，，
 

(株):双羽電機勤務

さん

〈キヨ子さんの長男〉

司渡辺隆洋子 Lさん

〈幸三郎さんの長女〉

東京精工(縁)勤務
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堅盟

関
機
関
関
関
幽

悶
関
関
関
脇
凶

悶
悶
劉
滋
ωv

く明、使いやすく

村
で
は
、
体
育
施
設
の
充
実
と
ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
図
る
だ

め
、
昨
年
八
月
か
ら
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
た
「
玉
川
勤
労
者

体
育
セ
ン
タ
ー
」
が
こ
の
ほ
ど
完
成
し
ま
し
た
。

セ
ン
タ
ー
は
一
階
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
、
二
階
鉄
骨
造
り
で

広
さ
一
、
一
六
七
・
六

o
d、
明
る
く
近
代
的
な
建
物
。
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
テ
ニ
ス
の
コ
!
ト
が
も
れ
ぞ
れ

二
面
、
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
の
コ
l
ト
が
一
面
で
多
目
的
に
使

用
で
き
ま
す
。

こ
の
セ
ン
タ
ー
の
完
成
に
よ
っ
て
勤
労
者
は
も
と
よ
り
地
域

の
み
な
さ
ん
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
大
き
く
貢
献
で
き
る
も
の
と

期
待
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
セ
ン
タ
ー
の
開
放
は
備
品
等
の
設
置
が
終
了
次
第
行

わ
れ
る
予
定
で
す
。
詳
し
く
は
村
公
民
館
ま
で
お
問
い
あ
わ
せ

く
だ
さ
い
。

勤労者体育センターの全景(正面から〉

ゆったりとしたスペースの2階ギャラりー十分な採光で明るい室内
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も

暖
か
い
日
差
し
に
誘
わ
れ
て
、
何
と
な
く
外
出
し
た
い

気
分
に
な
っ
て
し
ま
う

i
i春
は
そ
ん
な
季
節
で
す
。

で
も
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
狭
い
日
本
に
は
人
や
車

が
あ
ふ
れ
で
い
ま
す
。

昭
和
五
十
八
年
中
に
発
生
し
た
交
通
事
故
は
、
全
国
で

五
十
二
万
五
千
九
百
一
一
一
件
ハ
一
日
平
均
千
四
百
四
十
一
一
件
)

前
年
に
比
べ
て
ニ
万
三
千
六
百
四
十
二
件
ハ
四
・
七
%
〉

も
増
え
て
い
ま
す
。
な
か
で
も
二
輪
車
の
事
故
、
歩
行
中

の
お
年
寄
り
の
事
故
、
自
転
車
乗
車
中
の
子
供
と
お
年
寄

り
の
事
故
が
自
立
っ
て
増
え
て
い
ま
す
。

新
入
学
時
の
四
月
六
日
か
ら
十
五
日
ま
で
は
「
春
の
全

国
交
通
安
全
運
動
」
が
展
開
さ
れ
ま
す
。
歩
行
者
も
ド
ラ

イ
バ
ー
も
援
か
い
陽
気
に
気
を
緩
ゐ
る
こ
と
の
な
い
よ

う
、
み
ん
な
で
交
通
安
全
を
確
認
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

こ
の
運
動
は
、
子
供
の
事
故
訪
止
を
中
心
と
し
て
、
次

の
よ
う
な
重
点
自
擦
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

特
に
新
入
学
ハ
菌
)
児
を

事
故
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う

子供を交通事故から時るために

マ
子
供
の
交
通
事
故
の
特
徴

二
埠
路
へ
の
急
な
と
び
出
し

・
駐
停
車
し
て
い
る
車
の
か
げ
か
ら
道

路
を
横
断
す
る
と
き

・
時
間
帯
は
午
後
二
時
か
ら
午
後
六

時
ま
で
の
問
、
(
特
に
午
後
四
時

前
後
が
多
い
〉

・
自
宅
か
ら
百
メ
ー
ト
ル
以
内
で
、

親
な
ど
保
護
者
が
同
伴
中

ニ

輪

車

号

交
通
事
故
防
止

ニ
輪
車
の
特
性
を

理
解
し
よ
う

ニ
輪
車
の
特
性
は
、
バ
ラ
ン
ス
が

く
ず
れ
や
す
く
、
転
倒
し
や
す
い
た

め
、
に
つ
な
が
り
ま
す
。

必
ず
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
り
、

速
度
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
二
輪
車
の
自
賠
責
保
験
加
入

も
忘
れ
ず
に
。
二
輪
車
に
も
自
賠
責
保

険
の
加
入
義
務
が
あ
り
ま
す
。

万
一
に
備
え
、
忘
そ
て
い
る
場
合
は

直
ち
に
手
続
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

間
乗
者
の
あ
な
た
が

推
進
者
に

「
わ
か
っ
て
い
る
け
ど
、
着
用
し
な

い」

i
i
a
そ
の
理
由
を
み
ま
す
と
、
「
面

倒
だ
か
ら
」
が
、
最
も
多
く
、
次
い
で

?
ざ
ゅ
う
く
つ
だ
か
ら
」
「
わ
ず
ら
わ
し

い
か
ら
」
「
自
分
は
安
全
運
転
し
て
い
る

か
ら
大
丈
夫
な
ど
」
と
な
っ
て
い
ま

す。
そ
こ
で
改
め
て
シ

i
ト
ベ
ル
ト
の
着

用
効
果
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ

》
門
ノ
由

①
事
故
の
と
き
欝
撃
を
軽
減
す
る
。

②
車
外
放
出
の
防
止
。

③
正
し
い
運
転
姿
勢
の
保
持
。

@
運
転
疲
労
の
軽
減
。

交
通
事
故
の
際
、
シ

i
ト
ベ
ル
ト
が

何
よ
り
も
有
効
な
H

命
綱
H

で
あ
る
こ

と
を
も
う
一
度
よ
く
考
え
、
グ
ル
マ
に

乗
る
と
き
は
シ

i
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
を

徹
底
し
た
い
も
の
で
す
。

運
動
期
間
中
、
村
内
に
お
い
て
交
通

安
全
協
会
泉
郷
分
会
、
須
釜
分
会
を
は

じ
め
、
交
通
指
導
隊
、
母
の
会
、
学
校

役
場
職
員
、
消
防
団
等
が
推
進
母
体
と

な
り
「
一
戸
一
人
一
朝
運
動
」
と
一
一
一
一
向
う

こ
と
で
鍔
頭
指
導
が
行
わ
れ
ま
す
。

か
わ
い
い
こ
ど
も
さ
ん
を
交
通
事
故

か
ら
守
る
た
め
保
護
者
の
み
な
さ
ん
を

は
じ
め
地
域
の
方
々
の
御
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

子供の交通事故
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一
日
一
度
ス
テ
ッ
キ
を
に
ぎ
る
こ
と

が
自
課
に
な
っ
て
い
る
な
ど
、
笑
顔
で

話
さ
れ
る
み
な
さ
ん
に
老
人
パ
ワ
!
の

力
強
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
で

楽
し
い
ひ
と
と
き

公
民
館
主
催
で
十
二
月
か
ら
開
講

し
て
い
た
ジ
ャ
ズ
ダ
ジ
ス
教
室
、
が
二

月
い
っ
ぱ
い
で
終
了
し
ま
し
た
。

こ
の
教
室
に
は
主
婦
、

O
L
ら
二

十
五
名
が
参
加
し
、
毎
回
、
運
動
不

足
解
消
と
美
容
に
快
い
汗
を
流
し
て

い
ま
し
た
。

は
じ
め
、
と
ま
ど
っ
て
い
た
人
も
一

教
室
が
終
了
す
る
こ
ろ
に
は
、
ジ
ャ

ズ
ダ
ソ
ス
の
雰
囲
気
を
つ
か
み
、
リ

ズ
ム
に
あ
わ
ぜ
て
踊
れ
る
ま
で
に
な

り
ま
し
た
。
体
を
動
か
し
、
踊
る
楽

し
さ
と
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
か

は
興
味
の
あ
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
健

村
消
防
団
に
感
謝
状 康

増
進
に
は
う
け
あ
い
ま
ち
が
い
な
し

と
い
っ
た
と
こ
ろ
。

列
車
の
復
悶
作
業
に
協
力

1日1度は必ずステヴキをにぎって

除雪作業する消防団の方々

こ
の
ほ
ど
村
消
防
団
に
水
戸

鉄
道
管
理
局
か
ら
感
謝
状
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
二
月
二
十
八
日
の
大

雪
で
国
鉄
水
郡
線
の
大
字
川
辺

字
久
保
田
地
内
に
発
生
し
た
雪

害
の
た
め
、
列
車
の
運
行
が
不

能
な
り
、
除
雪
の
要
請
に
対
し

て
川
辺
、
蒜
生
の
各
分
間
員
約

二
O
名
が
復
旧
作
業
に
協
力
し

た
も
の
で
す
。

寒
い
中
、
作
業
に
従
事
し
た

団
員
の
み
な
さ
ん
、
ご
苦
労
様

で
し
た
。

今
年
は
例
年
に
な
い
大
雪
で
、
戸
外

で
の
ス
ポ
ー
ツ
は
さ
ぞ
か
し
:
・
と
思
っ

て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
中
で
も

元
気
い
っ
ぱ
い
に
ゲ

1
ト
ポ

l
ル
を
や

っ
て
い
る
お
年
寄

り
の
方
た
ち
が
い

ま
す
。
こ
こ
竜
崎

分
校
跡
地
に
は
、

竜
崎
を
は
じ
め
、

岩
法
寺
、
中
の
お

年
寄
り
の
方
た
ち

が
ス
テ
ッ
キ
を
持

っ
て
三
々
五
々
集

ま
っ
て
き
ま
す
。

ま
わ
り
は
大
部

積
雪
が
あ
る
と
い

う
の
に
コ

l
ト
場

は
立
派
に
整
地
さ

れ
て
い
る
の
に
は

び
っ
く
り
し
ま

す。
雪
が
降
っ
た
と

な
れ
ば
、
プ
ル
で

除
雪
を
し
、
年
中

使
わ
れ
る
状
態
に

し
て
お
く
の
が
何

ょ
う
自
慢
。

りズムにあわせて……
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感謝状を手にする小林さお

小
林
さ
ん
に

献
血
功
労
賞

石
川
地
区
組
織
指
導
者
講
習
会
が

三
月
十
四
日
、
本
村
の
就
改
セ
ン
タ

ー
を
会
場
に
し
て
開
か
れ
ま
し
た

が
、
こ
の
席
よ
、
大
字
竜
崎
字
滝
山

の
小
林
シ
ノ
ブ
さ
ん
〈
日
〉
に
献
血

運
動
推
進
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
た

と
し
て
、
血
液
セ
ン
タ
ー
所
長
か
ら

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

小
林
さ
ん
は
自
分
が
健
康
で
、
病

気
ら
し
い
病
気
を
し
た
こ
と
も
な
い

こ
と
か
ら
、
献
車
車
が
来
ま
す
と
率

先
し
て
協
力
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
に
献
血
し
た
回
数
は
、

三
十
三
国
に
も
お
よ
び
、
村
内
の
献

血
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
に
な
っ
て
い
ま

す。
小
林
さ
ん
は
「
こ
れ
か
ら
も
丈
夫

な
限
り
は
、
自
分
の
健
康
を
管
理
す

る
た
め
に
も
献
血
し
て
ゆ
き
ま
す
」

と
謙
患
に
語
っ
て
い
ま
し
た
。
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確
定
申
告
が

間
違
っ
て
い
た
と
き
は

昭
和
五
十
八
年
分
所
得
税
確
定
申
告

の
期
限
内
の
受
付
は
、
三
月
十
五
日
で

終
り
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
計
算
違
い
な
ど
で
誤
っ

た
確
定
申
告
を
し
た
り
、
つ
い
う
っ
か

り
確
定
申
告
書
の
提
出
を
忘
れ
て
い
る

人
は
い
ま
せ
ん
か
。
も
う
一
度
確
認
を

し
て
く
だ
き
い
。

〔
税
額
を
少
な
く
申
告
し
て
い
た
と
き
〕

確
定
申
告
を
し
た
後
で
、
申
告
し
た

税
金
が
少
な
か
っ
た
こ
と
に
気
付
い
た

と
き
は
、
正
し
い
金
額
に
す
る
た
め

「
修
正
申
告
」
を
し
て
く
だ
さ
い
。

修
正
申
告
に
よ
っ
て
新
た
に
納
め
る

こ
と
と
な
っ
た
税
金
は
、
修
正
申
告
書

を
提
出
す
る
自
に
納
め
る
と
と
も
に
、

納
期
限
の
翌
日
か
ら
納
付
す
る
日
ま
で

の
期
間
に
つ
い
て
、
延
滞
税
も
か
か
り

パ
ス
ポ
ー
ト
の
受
け
取
り
は

県
出
先
機
関
で
で
き
ま
す

今
ま
で
旅
券
ハ
パ
ス
ポ
ー
ト
〉
の
申
い
ま
し
た
が
、
交
付
事
務
に
限
っ
て
四

請
及
び
交
付
事
務
は
、
す
べ
て
県
庁
県
月
一
日
か
ら
県
の
出
先
機
関
で
あ
る
行

民
生
活
課
の
旅
券
窓
口
で
取
り
扱
っ
て
政
事
務
所
(
郡
山
)
で
も
行
わ
れ
る
こ

川 rlflll川

た

ん

の

異

常

た
ん
は
気
道
か
ら
の
分
泌
物
で
、

健
康
な
人
で
も
少
量
は
出
て
い
る
の

で
す
が
、
気
に
な
る
ほ
ど
多
か
っ
た

り
、
ね
ば
ね
ば
し
て
い
る
、
お
か
し

い
色
に
な
っ
て
い
る
な
ど
の
場
合
は
要

注
意
。た

ん
に
血
液
が
ま
じ
る
血
た
ん
は
風

邪
で
も
み
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

が
、
気
管
支
拡
張
症
と
肺
結
核
、
あ
る

い
は
中
年
す
ぎ
の
人
な
ら
肺
ガ
ン
の
疑

い
も
。
鉄
さ
び
色
な
ら
肺
炎
、
黄
色
の

た
ん
は
肺
化
膜
症
や
肺
壊
痘
(
え
そ
〉

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
泡
立
っ
て
い
る
た

ん
は
肺
水
腫
ハ
し
ゅ
)
の
と
き
に
多
い
。

も
っ
と
も
汚
れ
た
空
気
を
吸
っ
て
黒
色

の
た
ん
の
で
る
こ
と
も
あ
り
す
ぐ
病
気

に
結
び
つ
け
て
心
配
す
る
こ
と
は
あ
り

ま
す
。

(
税
額
を
多
く
申
告
し
て
い
た
と
き
)

確
定
申
告
を
し
た
後
で
、
申
告
し
た

税
金
が
多
か
っ
た
こ
と
に
気
付
い
た
と

き
は
「
更
正
の
請
求
」
が
で
き
ま
す
。

更
生
の
請
求
が
で
き
る
期
間
は
、
申

告
期
限
か
ら
一
年
以
内
と
な
っ
て
い
ま

す。
〔
確
定
・
申
告
を
忘
れ
て
い
た
と
き
)

確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

人
が
申
告
書
の
提
出
を
忘
れ
て
い
た
と

き
は
、
す
ぐ
に
確
定
申
告
を
し
て
く
だ

E
-

、O

J

〈

'
L
V税

金
は
、
申
告
書
を
提
出
す
る
自
に

納
付
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
修
正

申
告
と
同
様
に
延
滞
税
も
か
か
り
ま
す

な
お
、
用
紙
は
税
務
署
に
用
意
し
て

あ
り
ま
す
。

と
に
な
り
ま
し
た
。

パ
ス
ポ
ー
ト
の
由
'
請
は
従
来
ど
お
り

県
庁
で
受
け
付
け
し
ま
す
が
、
パ
ス
ポ

ー
ト
を
県
行
政
事
務
所
で
受
領
し
た
い

と
き
は
、
申
請
の
と
き
に
申
し
出
て
く

だ
さ
い
。

ま
せ
ん
。

し
か
し
、
た
ん
の
性
状
に
よ
り
、

だ
い
た
い
の
病
気
を
見
分
け
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
す
か
ら
、
略
疾
(
か

く
た
ん
〉
検
査
を
受
け
る
こ
と
は
よ

い
こ
と
で
す
。
こ
の
検
査
で
は
、
量

や
色
調
、
に
お
い
な
ど
の
地
、
顕
微

鏡
で
も
調
べ
~ま
す
か
ら
、
確
実
に
診

断
が
で
き
、
原
因
に
な
っ
て
い
る
病

気
の
治
療
も
適
切
に
で
き
る
わ
け
で

す。検
査
は
一
回
だ
け
で
な
く
、
何
回
か

続
け
ら
れ
ま
す
。

出
回
っ
て
き
た
生
食
品

最
近
、
加
熱
を
ひ
か
え
る
等
、
多

少
と
も
加
工
度
を
低
く
し
た

η

生
υ

と
称
す
る
加
工
食
品
が
出
回
っ
て
い

ま
す
。

〔
生
ハ
ム
〕

生
食
品
の
な
か
で
は
た
だ
一
つ
、

「
食
品
帯
生
法
」
に
基
づ
く
規
格
基

準
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

法
規
上
で
は
生
ハ
ム
は
、
「
非
加
熱

食
肉
製
品
」
の
こ
と
で
、
「
食
肉
を
塩

く
ん
え
ん

漬
け
し、

濡
煙
ま
た
は
乾
燥

さ
せ

て
、
加
熱
殺
菌
を
行
な
っ
て
い
な
い

も
の
」
を
い
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
普

通
の
ハ
ム
は
臼
℃
で
鈎
分
の
加
熱
が

し
て
あ
り
ま
す
が
、
生
ハ
ム
は
こ
の

加
熱
殺
菌
処
理
を
し
て
い
な
い
も
の

で
す
。そ

の
代
わ
り
、
塩
漬
け
の
と
き
の

食
塩
を
多
く
し
水
分
の
量
を
少
な
く

し
た
り
、
結
菌
が
繁
殖
し
や
す
い
温

度
を
避
け
て
乾
燥
し
た
り
し
て
、
細

菌
の
繁
殖
防
止
を
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
生
で
あ
り
な
が
ら
賞

味
期
間
は
長
く
、

m℃
以
下
に
保
存

す
れ
ば
、
未
開
封
で
通
常
2
カ
月
、

製
品
に
よ
っ
て
は

4
カ
月
以
上
も
保

春
で
き
ま
す
。

〔
生
み
そ
〕

み
そ
は
、
生
き
て
い
る
酵
母
の
た

め
に
発
酵
し
て
、
パ
ッ
ク
す
る
と
ふ

く
ら
み
ま
す
。
こ
れ
を
防
ぐ
た
め
、

日
分
の
加
熱
や
エ
タ
ノ
l
ル
ま
た
は

ソ
ル
ピ
ン
識
の
添
加
等
の
処
理
を
行

な
い
ま
す
が
、
生
み
そ
は
ほ
ω
℃
以
下

の
低
温
流
通
で
発
酵
を
お
さ
え
て
い

ま
す
。〔

生
め
ん
〕

乾
め
ん
ほ
ど
の
保
存
性
は
な
く
て

も
手
打
ち
の
お
い
し
さ
を
残
そ
う
と

い
う
も
の
で
す
。

う
ど
ん
や
そ
ば
は
で
き
た
て
が
お

い
し
く
、
中
華
め
ん
は
熟
成
の
関
係

で
製
造
後
3
1
4
日
が
お
い
し
い
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

長
く
日
持
ち
さ
せ
る
た
め
、
添
加

物
を
使
っ
た
も
の
も
多
レ
ょ
う
で

す
。
表
示
を
よ
く
見
る
と
と
も
に
、

低
温
流
通
で
販
売
し
て
い
る
清
潔
な

庖
で
購
入
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

O
 

〉
勺
ノ

こ
の
他
、
し
よ
う
油
、
日
本
酒
、

ワ
イ
ン
等
、
生
も
の
は
い
ろ
い
ろ
あ

り
ま
す
が
、
変
質
し
や
す
い
も
の
が

多
い
の
で
、
商
品
の
温
度
管
理
の
良

い
庖
で
購
入
し
ま
し
ょ
う
。



ぞ〉
昼潟耳

IJlllIlIlIlIl1I 1111111111川

四
月
か
ら

六
千
二
百
二
十
円

保
険
料
が
改
定

国
民
年
金
の
保
険
料
ば
、
今
年
四
月

か
ら
一
ヶ
月
分
が
六
千
二
s

百
二
十
円
と

な
り
ま
す
。
国
民
年
金
の
給
付
費
は
、

被
保
険
者
が
納
付
す
る
保
険
料
の
積
立

金
と
国
庫
負
担
金
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
国
民
年
金
の
健
全
な
財

政
が
保
た
れ
る
よ
う
、
保
険
料
の
額
も

改
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

保
険
料
を
納
め
忘
れ
て
い
ま
す
と
、

将
来
、
老
齢
年
金
や
不
慮
の
事
故
に
あ

っ
た
と
き
障
害
年
金
や
母
子
年
金
が
受

け
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
の

で
、
保
険
料
は
納
期
限
内
に
納
め
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。
な
お
、
生
活
が
苦

し
く
て
保
験
料
が
納
め
る
こ
と
が
困
難

な
方
に
は
、
保
険
料
の
納
付
が
免
除
さ

れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
国
民
年
金
の

こ
と
に
つ
い
て
詳
し
い
こ
と
は
、
役
場

1 984.4 削 1削111川11川川1付川1I川川1I川川11

労
働
保
険
の

年
度
更
新
を

お
忘
れ
な
く

昭
和
五
十
九
年
度
の
労
働
保
険
の

年
度
更
新
の
時
期
に
な
り
ま
し
た
。

四
月
初
め
に
申
告
書
用
紙
が
送
付

さ
れ
ま
す
の
で
、
記
入
要
領
を
よ
く

轟1I111111111111111111

住
民
課
国
民
年
金
係
叉
は
須
釜
支
所
に

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

ロ
日
(
木
)

日
日
(
金
〉

口
日
(
火
)

日
日
(
水
)

初
日
(
木
)

住
民
課
衛
生
関
係

事

業

予

定

3
E
(
火
〉
妊
婦
検
診

(
西
部
)
午
後
1

時

J

母
子
セ
ン

タ
ー

7
E
(
土
)
母
親
学
級

午
前

9
時
初
分
か

ら
正
午
就
改
セ

ン
タ
ー

畜
犬
登
録
注
射
(
泉
地
区
〉

生
ワ
ク
チ

γ
投
与
(
須
釜

地
区
)
午
後
1
時
加
分
J

須
釜
公
民
館

畜
犬
登
録
注
射
(
須
釜
地

区〉生
ワ
ク
チ
ン
投
与
(
泉
地

区〉

1
時
初
分

t
就
改

セ
ン
タ
ー

妊
婦
検
診
(
東
部
)
午
後

1
時
J

母
子
セ
ン
タ
ー

献
血
車
来
村
(
村
内
一
一
行
〉

乳
幼
児
検
診
午
後
1
時

初
分

i

母
子
セ
ン
タ

i

読
ん
で
五
月
十
五
日
ま
で
自
主
申

告
、
自
主
納
付
を
さ
れ
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

な
お
、
更
新
の
手
続
き
は
、
最
寄

り
の
金
融
機
関
、
郵
便
局
、
労
働
基

準
監
督
署
、
労
働
基
準
局
な
ど
で
行

っ
て
い
ま
す
の
で
早
自
に
済
ま
し
て

く
だ
さ
い
。

福

島

労

働

基

準

局

県

商

工

労

働

部

|み|
安こ な

完の さ

県
で
は
、
豆
腐
、

納
豆
な
ど
の
地
域

食
品
認
証
制
度
を

設
け
、
製
造
施
設

や
品
質
及
び
表
示

等

の

基

準

を

定

め
、
き
び
し
い
検
査
に
合
格
し
た
も
の

に
、
こ
の
認
証
マ

i
ク
が
付
け
ら
れ
ま

す。
現
在
、
豆
腐
、
油
揚
げ
、
納
豆
、
こ

ん
に
ゃ
く
、
か
ま
ぼ
こ
類
が
認
証
対
象

品
目
に
な
っ
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
も

買
物
の
際
に
は
、
ぜ
ひ
、
こ
の
認
証
マ

ー
ク
を
目
安
に
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
地
域
食
品
認
証
制
度
に
つ
い

て
の
問
い
合
せ
は
京
中
行
政
事
務
所

(
雷

O
二
四
九
l
一一一一一

i
六
一

六
一
)

ま
で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

電話帳の名称

変更について

五
十
音
別
電
話
帳
が
九
月
一
日
に
発

行
さ
れ
ま
す
。

掲
載
す
る
名
称
を
変
更
し
た
い
、
家

族
の
名
前
も
載
せ
た
い
な
ど
、
掲
載
内

容
の
変
更
を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
五
月

十
日
ま
で
に
石
川
電
報
電
話
局
へ
申
し

出
て
く
だ
さ
い
。

竜小 ;11地
屋小山須南釜 竜中小蒜 w 川地亡ロと

お崎高辺区( 崎高生辺区(お
一 一

有藤佐坂味死分75 く
草小山湯高岩岩味矢部生ノ氏名出l自b 分耳 め

賀ハ本原喜氏名 のや 野進也浜林谷谷原ちあき の 明に

枝子ル 一弥勇 死亡み 高 健浅光祐秀 書生届出
弘太隆紀貴和 た

16 56 51 69 年令 墨官
正 照 利 浅 勝 義 庄 玄 義者名豊か 力、

一攻一稔主名帯世)ら 則良之光雄人治幸 ) ら

{ 、 玉川村の交通事故

IMt匂 i 2月末現在

生 件 数 4件

者数 0人 l
J必(・ 傷 者 数 5人 J
P ー / 一運転者数 1人 { 

コし
曲
目
町
田

nH

集

例
年
に
な
く
厳
し
か
っ
た
冬
。
こ
の

と
こ
ろ
日
/
一
日
と
暖
か
さ
が
増
し
、
春

(
福
島
地
方
気
象
台
発
表
)

上
旬
と
下
旬
は
肌
寒
く
、
曇
り
や
雨

の
日
が
多
い
で
す
が
、
月
半
ば
を
中
心

に
靖
れ
の
日
が
多
く
な
る
で
し
ょ
う
。

気
温
、
降
水
量
と
も
平
年
よ
り
や
や

低
ノ
¥
晩
霜
に
は
注
意
が
必
要
で
す
。

全
般
に
寒
暖
の
差
が
大
き
い
月
と
な

る
で
し
ょ
う
。

日のよ 59

1，531戸(+2) 

7，490人〈十 4)

3，678人(十 4)

3，812人〈土o) 

(59年 3月1日現在〉

世帯数

口

男

女

人

の
足
音
が
一
歩
一
歩
近
づ
い
て
き
て
い

る
の
は
う
れ
し
い
で
す
ね
。

今
月
は
ス
タ
ー
ト
の
月
。
入
学
、
進

学
、
就
職
と
、
希
望
に
胸
ふ
く
ら
ま
せ

ス
タ
ー
ト
し
た
か
た
に
限
り
な
い
声
援

を
送
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

広
報
た
ま
か
わ
を
今
月
か
ら
ふ
る
さ

と
を
遠
に
離
れ
て
い
る
方
た
ち
に
発
送

.

い
た
し
ま
す
。

現
在
の
と
こ
ろ
申
し
込
み
者
は
四

O

名
。
北
は
北
海
道
か
ら
南
は
奈
良
ま
で

月
一
回
、
ふ
る
さ
と
の
便
り
を
お
届
け

い
た
し
ま
す
。

こ
れ
を
新
し
い
起
点
に
し
、
行
動
力

を
駆
使
し
て
み
な
さ
ん
に
親
し
ま
れ
る

よ
う
な
広
報
紙
を
目
指
し
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
、
ご
意
見
等
を
お
寄
せ
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。




